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私は20歳の時に失明した。夢多い青春が突然暗黒に閉ざされて、私は完全に生きる望みを失い、その苦悶
に耐えかねて幾度もみずからの手で、自分の生命を絶とうとした。 私を支えてくれたのは、教え子たちの純
真な真心であり、我が生命に代えてもと、祈りをささげる母の無限の愛情であった。
私は思いもかけぬ機会に遭遇して、奇跡的に開眼した。この開眼こそ偶然でありながら、私をめぐる愛の祈
りに秘められた必然であった。 私の人生観は完全に塗りかえられた。 呪いに満ちた哀れな人生だと嘆じて
いた私は、ものみなの祝福を受けて光明を得た。すべては感謝におきかえられた。感謝をささげずにはいられ
ない心を、私はひたすら教育の場へ向けた。小学教師だった私は、逆境にあえぐ子供たちを対象とする盲聾
唖の教育にとび込んだ。
やがて、有史以来の大戦となった。 次々と戦死していく教え子たちの霊に招かれて、私は教育挺身隊員と
して大陸へ足をのばした。しかし敗戦となり、思わぬ苦難を味わった。
私は敗戦国民としての抑留生活の中で、ついには異国の土と化するかと、望みなき日を送り迎えた。 幼い
ころ母の語った「生命の灯」をしみじみとかみしめた。母が信ずるように、それが人の生命というものならば、
これまでの生命と感謝しなければなるまいと、みずからにいい聞かせた。が、その苦難から救われて引揚げる
こととなった。
はじめて渡支する時、一船のちがいで沈没の災難をまぬがれ、引揚げの時、次の船が触雷沈没した。紙一

重の危機を乗り越えてきた私は、生きるべくして生かされた神の心に謝し、その心に報いねばならぬと誓っ
た。 引揚げの安堵も束の間、百日の大患で、絶望の宣告を受けた。しかし、私の「生命の灯」は、まだ奇跡的
に燃え上がった。 私は小学校教師として復職した。引揚げてから６年目に、小さな学校の校長になった。母は
老いの眼をしばたたいてよろこんだが、その翌年、母の生命の灯は８３歳で燃えつきた。母の姿は既に世にな
いけれども、魂は私の中に生きている。私の魂はすでに我が子に生きている。孫の中に生きている。
敗戦というきびしい教訓は、古い殻から脱皮して、新しい日本を築き上げた。「おかげでやっとここまでき

た」と、戦死した教え子たちを偲び、心の中で「決して無駄ではなかったぞ」とその霊を慰める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　開明坂　　闇の中の手記　　首藤清喜著　」　より抜粋
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そ
の
２

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
県
外
の
都
市
地
域
か
ら
人

材
を
誘
致
し

、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し

、

米
川
の
行
事
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
・
企
画
支
援
活
動

と

、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
企
画
・

開
発
・
販
路
開
拓
な
ど
を
行

う

。
ま
た

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し

、
活
動
内

容
の
情
報
発
信
も
行
う

。
こ

ち
ら
も

「
地
域
づ
く
り

」
の

ひ
と
つ
で

、
7
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト

。

　
こ
れ
ま
で
１
年
半
の
同
活

動
は
あ

っ
た
も
の
の

、
成
果

は
い
ま
ひ
と
つ
得
ら
れ
て
い

な
い

。
こ
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め

、
今
年
度
は
新
隊
員

を
迎
え
て

、
こ
れ
ま
で
よ
り

地
域
密
着
型
を
強
く
推
進
し

て
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

。
他
の

補
助
金
事
業
に
も
関
連
す
る

活
動
で
範
囲
が
広
い
た
め

、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご

協
力
が
不
可
欠

。

　
現
在
は

、
現
状
を
把
握
す

る
活
動
を
展
開
中
で

、
都
会

の
感
覚
と
目
線
で
米
川
を
観

察
中

。
今
後
は

、
大
都
市
と

米
川
を
つ
な
ぐ
活
動
を
展
開

し
て

、
交
流
事
業
や
ブ
ラ
ン

ド
品
販
売
へ
の
下
準
備
を
進

め
る
計
画

。

　
今
年
度
の
隊
員
は

、
市
の

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用

。

期
間
は
来
年
3
月
末
ま
で

。

　

米
川
地
域
振
興
会
で
４
つ
の
補
助
金
事
業
ス
タ
ー

ト

そ
の
１

　
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が

進
む
中

、
地
域
の
特
徴
を
最

大
限
に
活
か
し
た

「
地
域
づ

く
り

」
を
目
的
と
し
た
事
業

を

、
地
域
の
方
1
名
に
委
員

委
嘱
し

、
６
月
末
よ
り
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト

。

　
１
回
目
の
会
議
で
は

、
事

業
を
分
類
し
３
部
会

（
①
ブ

ラ
ン
ド
化
部
会
 
②
交
流
・

体
験
部
会
　
③
祭
・
行
事
部

会

）
を
設
置

。
そ
れ
ぞ
れ
が

事
業
を
具
体
化
し
て
い
く
仕

組
み

。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
部
会
で
は

、

主
に
農
林
産
物
の
開
発
・
生

過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業

産
・
物
流
・
販
売
等
の
手
段

を
確
立
し

、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
す

。

　
交
流
・
体
験
部
会
で
は

、

里
山
を
活
か
し
た

、
主
に
子

ど
も
の
自
然
体
験
型
学
習
事

業
を
企
画
予
定

。
ま
た

、
観

光
事
業
を
推
進
す
る
た
め

、

昔
の
生
活
や
田
舎
の
生
活
体

験
も
事
業
視
野
に
入
れ
る

。

　
祭
・
行
事
部
会
で
は

、
地

域
の
祭
や
行
事
に
付
帯
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

、
集
客

と
ブ
ラ
ン
ド
品
販
売
に
つ
な

げ
る

。

　
こ
の
事
業
は
総
務
省
直
轄

の
単
年
度
事
業
で

、
５
０
０

万
円
の
大
型
補
助

。
市
が

、

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
か
ら

米
川
を
推
薦
し
た
も
の

。

そ
の
３

そ
の
４

地
域
づ
く
り
計
画
見
直
し
事
業

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
平
成
1
年
に
策
定
し
た
地

域
づ
く
り
の
中
期
計
画
「
一

緒
に
や
り
す
ぺ
米
川
！
行
動

計
画
」
を
、
時
間
の
経
過
や

震
災
後
の
大
き
な
環
境
変
化

に
適
合
さ
せ
る
こ
と
と
、
新

た
な
領
域
で
の
活
性
化
策
を

模
索
す
る
た
め
、
計
画
全
般

を
見
直
す
事
業
。

　
事
業
の
狙
い
は
３
つ
。
①

安
全
・
安
心
の
構
築
、
②
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業

振
興
、
③
歴
史
と
文
化
、
自

然
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

で
、
こ
の
見
直
し
た
結
果
を

平
成
２
年
度
の
総
会
を
経
て

５
年
間
、
米
川
地
域
振
興
会

の
行
動
基
本
に
位
置
付
け
る

計
画
。

　　　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

故
郷
ナ
イ
ン
・
タ
ウ
ン
の
伊

藤
寿
郎
氏
の
指
導
で
見
直
し

を
進
め

、
１
月
末
の
事
業
完

了
を
目
指
す

。

　
史
跡
の
環
境
整
備
と
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
育
成

を
目
的
と
し
た
事
業
で

、
今

年
度
は

、
地
域
の
伝
統
・
文

化
を
継
承
す
る
取
組
み
と
し

て

、
①
観
光
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成

、
②
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
た
勉
強
会

、
③

史
跡
案
内
板
１
基
設
置

、
④

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

観
光
P
R
な
ど

。
史
跡
案
内

板
は

、
若
草
山
参
道
に
設
置

の

「
開
明
坂
説
明
板

」
が
老

朽
化
し
た
た
め

、
更
新
す
る

予
定

。

　▽
平
成
2
年

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成

史
跡
見
学
・
歴
史
勉
強
会

▽
平
成
2
年

観
光
・
史
跡
案
内
板
４
基

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

▽
平
成
2
年

史
跡
案
内
板
２
基

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

今
で
し
ょ
！

 
 

が

合
言
葉
 

外
部
よ
り
講
師
を
招
聘
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こ
れ
ま
で
の
事
業
実
績
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中
尊
寺
ハ
ス
の
風
く
る
光
堂

　
　
選
者
の
一
句

米
川
　
岸
名
和
子

長
沼
の
風
の
誘
　
　
　
　
ふ
蓮
の
花

米
川
　
及
川
豊
子

錦
織
　
及
川
守
男

錦
織
　
岩
渕
　
貢

紅
蓮
の
群
生
分
け
て
船
早
し

風
鈴
の
小
さ
き
音
や
軒
の
風

米
川
　
及
川
ヤ
エ

米
川
　
千
葉
富
子

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
小
野
寺
和
彦

夕
風
に
と
ろ
け
る
音
色
鉄
風
鈴

蓮
の
花
見
下
ろ
し
て
い
る
大
風
車

風
鈴
の
音
色
や
さ
し
き
夕
べ
か
な

伊
豆
沼
や
紅
か
き
分
け
て
蓮
見
船

新
し
き
テ
ト
ラ
ポ

ッ
ド
に
夏
怒
涛

わ
だ
つ
み
や
鎮
魂
祈
る
夏
の
海

娘
こ

)

の
部
屋
の
軒
に
忘
る
る
竹
風
鈴

米
谷
　
渡
部
康
郎

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
　
千
葉
勝
保

米
川
　
村
上
君
枝

団
体
優
勝
　
鱒
渕
竹
峯
会

四
老
連
　
第
四
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
健
康
づ
く
り
と
会
員
の
親

睦
を
目
的
に

、
恒
例
の
４
老

連

（
鱒
渕
竹
峯
会

、
綱
木
綱

壮
会

、
米
川
若
草
会

、
上
沢

交
友
会

）
主
催
第
4
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

、
７

月
4
日

、
米
川
公
民
館
コ
ー

ス
で
行
わ
れ

、
１
名
が
参
加

し
ま
し
た

。

　
今
年
の
大
会

、
曇
天
と
前

日
ま
で
の
雨
で
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が

、
大
会
中
盤

か
ら
汗
ば
む
ほ
ど
天
候
が
回

復

。
参
加
者
最
高
齢
の
千
葉

忠
美
氏

（
鱒
渕
竹
峯
会

）
１

歳
も
元
気
に
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た

。

　

　
成
績
は
次
の
と
お
り

。

【
団
体
の
部

】

▽
優
　
勝
　
鱒
渕
竹
峯
会

▽
準
優
勝
　
米
川
若
草
会

▽
第
3
位
　
綱
木
綱
壮
会

▽
第
４
位
　
上
沢
交
友
会

【
個
人
男
子
の
部

】

▽
優
　
勝
　
首
藤
恒
雄
　
㉞

▽
準
優
勝
　
及
川
栄
志
　
㊳

▽
第
３
位
　
畠
山
三
千
郎
㊵

【
個
人
女
子
の
部

】

▽
優
　
勝
　
須
藤
正
子
　
㊱

▽
準
優
勝
　
工
藤
佐
恵
子
㊷

▽
第
３
位
　
後
藤
ト
シ
エ
㊸

　
　
　
　
　

（
敬
称
略

）

　
丸
数
字
は
2
R
ス
コ
ア

　
男
性
の
家
事
参
加
促
進
と

交
流
を
目
的
に
、
「
男
子
厨

房
に
入
ろ
う
！
楽
し
い
食
講

座
」
と
題
し
て
男
の
料
理
教

室
を
、
７
月
1
日
、
米
川
公

民
館
で
開
催
。
９
名
が
料
理

づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
昨
年
度
お
試
し
開
催
が
好

評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
よ
り
公
民
館
事
業
に
組
入

れ
た
も
の
。
今
回
は
マ
グ
ロ

を
豪
快
に
さ
ば
き
ま
し
た
。

マ
グ
ロ
を
豪
快
に
！

男
の
料
理
教
室
開
催 　

講
座
を
出
前
す
る
こ
と
で

参
加
者
を
増
や
そ
う
と

、
昨

年
よ
り
公
民
館
が
企
画
し
た

「
出
前
講
座
ふ
れ
あ
い
料
理

教
室

」
を

、
7
月
1
日

、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
上
沢
地

区
の
方
々
を

。
ま
た
7
月
1

日

、
ホ
タ
ル
交
流
館
で
鱒
渕

地
区
の
方
々
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
開
催

。
計
＊
名
が
参
加

し
ま
し
た

。

　
今
回
も
栄
養
士
の
猪
股
喜

代
美
さ
ん

（
錦
織

）
を
講
師

に
お
迎
え
し

、
う
な
ぎ
チ
ラ

シ
や
か
ぼ
ち
ゃ
よ
う
か
ん
な

ど

、
季
節
感
の
あ
る
食
材
で

料
理
づ
く
り
を
行
い

、
今
年

も
好
評
で
し
た

。
男
の
料
理

教
室
と
は
大
き
く
違
い

、
手

出
前
！

ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

　
上
沢
地
区

、
鱒
渕
地
区
の
２
ヶ
所
で
開
催

　
季
節
感
の
あ
る
食
材
を
活
か
し
て

際
良
く

、
し
か
も
無
駄
の
出

な
い
調
理
で
し
た

。

　
ご
ち
そ
う
さ
ま
～

。

一
本
松
す
ら
り
と
立
ち
て
夏
の
海

伝
説
の
機
織
沼
の
蓮
の
花

　
米
川
公
民
館
　

俳
句
教
室

　

七
月
の
一
人
一
句
　

「
兼
題
＝
夏
の
海

、
蓮

、
風
鈴

」

　

選
者
＝
米
川
公
民
館
俳
句
教
室
講
師
　
藤
野
尚
之
　
氏

怪しい電話
に注意！

朝
風
呂
の
宿
の
風
鈴
賢
治
の
詩

米
川
　
及
川
裕
子

３
年
連
続
３
回
目

 

56 

88 団体優勝の表彰を受ける須藤徳鱒渕竹峯会会

講
師
は
及
川
浩
会
長

 包丁さばきが微妙な参加者 

11 

25 

12 

東和駐在所 
☎４５－２４２５ 

(

こ)

 

(

い
ざ
な)
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いきいき学習教室、米川古文書学習会
1 木 いきいき学習教室、あばせGG教室 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会
2 金 いきいき学習教室 20 火 いきいき学習、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
3 土 21 水 いきいき学習教室、ｶﾗｵｹ教室
4 日 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室 22 木 いきいき学習教室、あばせGG教室

いきいき学習教室、米川古文書学習会 23 金 いきいき学習教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、福扇会 24 土
いきいき学習教室、地域づくり見直し部会 25 日
米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 26 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会

7 水 いきいき学習教室、ｶﾗｵｹ教室 27 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
いきいき学習教室、あばせGG教室 28 水
昭和55年度卒業東和中米川地区互助会 29 木 俳句教室、あばせGG教室

9 金 いきいき学習教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 30 金 つるし飾り愛好会
10 土 31 土
11 日
12 月 ｼﾆｱ体力づくり教室 1 日 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室
13 火 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室
14 水 ふるさとｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会（会場：東和中） ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
15 木 3 火
16 金 4 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
17 土 5 木 あばせGG教室
18 日  ※公民館事業又は利用許可申請書提出済の団体のみ記載

19 月
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よねかわ情報コーナー（催し物・スポーツ）

8月の予定

                             平成２５年度

 ふるさとソフトボール大会
月　日： ８ 月 14 日（水）
場　所：東和中学校校庭

主　催：東和地区体育協会米川支部
共　催：米川地域振興会
主　管：米川公民館
 お盆恒例の一大イベント！　米川へ集合

１区
123

米川の世帯数と人口

世帯数
350

357182
281

行政区

99

330
177

女
186
162

2 月

平成２５年６月末現在
計（人）男

5 月

９月の予定

6 火

8 木

           編集後記 
  季節は夏。夏と言えば電力の使用量が増

える時季です。今年も「節電」を心掛けましょ

う。不要なエネルギーに気づく良い機会です。

節電の結果、CO2が削減でき、地球温暖化防

止に役立ちます。また、電気料金の削減にも

直結します。国を挙げての取り組みに、米川の

みなさん協力しましょう。 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 


